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１．研究計画の概要 
(１)近代の都市形成を「地域継承空間システ
ム」と「近代化空間システム」の関係からそ
の評価を試みる。 
(２)日本建築学会の「近代の空間システム・
日本の空間システム(MS・JS)特別研究」の目
的と成果を引き継ぎ、同「サスティナブルエ
リアデザインとコミュニティアーキテクト
(SAD＆CA)特別研究」を推進する。同「地域
空間文脈。計画史研究」も関連研究である。 
(３)地域事例調査は日本内外の対象地域の調
査の中から関係文脈を抽出し、全体的空間文
脈を検討する。 
(４)地域固有の空間遺産と近代化空間システ
ムの関係に着目して具体的社会システムの
中の活用を検討する。 
２．研究の進捗状況 
(１) 基盤となる「MS・JS 特別研究」の成
果を研究協力者と、建築学会計画系著者参加
者協力を得てまとめた。 
(２)代表者宇杉は『場所の空間学 環境・景
観・建築』をまとめて刊行した。 
(３)「MS・JS 特別研究」の一部を、都市住
宅学会関東支部ワークショップ「都心居住と
路地空間 原風景とビジョン」で議論し『ま
ち路地再生のデザイン 路地に学ぶ生活空
間の再生術』を出版した。 
(４)「SAD＆CA特別研究」においては、一昨
年に「日本の SAD＆CA提起報告書」「私の考
える日本の SAD＆CA 地域固有の空間構成、
まちづくりの仕組み・手法とその担い手像」
他の３報告書を、本年は「日本の SAD＆CA
～地域主権の計画枠組：制度と担い手」をま
とめた。 
(４)新たな調査については建築学会大会等で
報告している。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。(以下理由) 
(１)関連研究の推進は当初の予想以上の成果

を得ていると判断している。 
(２)日本建築学会の総合論文誌第 10号「場所
性・地域継承空間システムと都市建築のフロ
ンティア」のチーフエディターを宇杉が実施
することが決定し、共同研究者、中島・木多
の参加する編集委員会の協力をもとに 12 月
の発刊に向けて準備が進んでいる。これは本
特別研究そのものの展開である。建築学とい
う枠組みの中での業績としても大きな評価
が得られると考える。 
(３)調査の整理としては、『まち路地再生のデ
ザイン』の延長として、国内事例については
江戸東京の路地の研究が進行している(出版
準備中)。 
(４)また中国・韓国・タイ・台湾を中心とし
たアジアについては進行中(中国の大学と共
同)。 
(５)欧米はスペインとイギリスとニューオリ
ンズを中心にその文脈形成に検討を深めて
いる段階。(上記総合論文誌第 10号に成果を
含める予定)。 
(６)「SAD＆CA特別研究」は最終報告書とり
まとめの段階。現在、東日本大震災復興の問
題を同研究・本研究の課題として取り組んで
いる。 
４．今後の研究の推進方策 
(１)本科研費研究の最終年である。上記建築
学会の特別研究報告を推進する。 
(２)上記総合論文誌編集・執筆を推進する。
本総合論文は本特別研究の成果である。 
(３)具体的な各地域の事例調査は、内容を深
める研究というよりは、関係性を構築する研
究としてまとめることになる。 
(４)実施アンケートをまとめ、「固有の地域ま
ちづくり」に活用できるものとする。 
(５)特別研究の成果との関係においても、「関
係性」「文脈」構築が主な課題と内容になる。 

(６)中国研究者と共同の報告書を作成する。 
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５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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関連して―」、日本建築学会、2010 年 9

月 10日、富山大学 

④ 宇杉和夫/北野幸樹/猿渡俊、「コミュニテ
ィアーキテクトについての問題提示とタ
イプ分類に関する研究」、日本建築学会、
2010年 9月 9日、富山大学 

⑤ 宇杉和夫/丸史明、「中国西安交通大学の
集合住宅と空間システムの保存に関する
研究」、日本建築学会、2010年 9月 9日、
富山大学 

⑥ 猿渡俊/宇杉和夫、「江戸切絵図の道空間
分析に関する研究」、日本建築学会、2009

年 9月、東北学院大学 

⑦ 宇杉和夫「アンコール(王城)地域の山(プ
ノン)と水(湖・川)崇拝と水運・方位軸に
ついて 地域継承空間システム＜山と海
の空間軸＞と場所性・都市空間構成に関
する研究」日本建築学会、2009 年 9 月、
東北学院大学 

⑧ 宇杉和夫/千葉智彦、「東京都心における
元武家屋敷地の区画細分化の形成過程に
ついて－港区三田四国町周辺をケースス
タディとして」、日本大学理工学部学術講
演会論文集、2008年 11月 29日，日本大
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① 宇杉和夫/青木仁/井関和朗/岡本哲志著、
「まち路地再生のデザイン」、彰国社、

258P 

② 2010年 1月 

③ 宇杉和夫著、「場所の空間学－環境・景
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① 宇杉和夫（責任編集）、地域継承空間・都
市持続形成システム調査報告書 －SAD

と CA・埼玉県市町村アンケート、2010

年 9月 

② 宇杉和夫（責任編集）、日本のサスティナ
ブルエリアデザインとコミュニティアー
キテクト～地域主権の計画枠組：制度と
担い手、日本建築学会、2010年 9月 

③ 宇杉和夫（責任編集）、私と建築計画学史、
2010年 1月 

④ 宇杉和夫（責任編集）、私の考える日本の
サスティナブルエリアデザインとコミュ
ニティアーキテクト 地域固有の空間形
成、まちづくりの仕組み・手法とその担
い手、日本建築学会特別研究委員会、
2009年 11月 

⑤ 宇杉和夫（責任編集）、日本のサスティナ
ブルエリアデザインとコミュニティアー
キテクト提起報告書、日本建築学会特別
研究委員会、2009年 8月 

⑥ 宇杉和夫（責任編集）、日本のサスティナ
ブルエリアデザインとコミュニティアー
キテクト、日本建築学会特別研究委員会、
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ミュニティの創造学、2011年 2月 
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計画制度」、日本建築学会特別研究委員会 
サスティナブルエリアデザインとコミュ
ニティアーキテクト、5-18、2010年 

③ 宇杉和夫、サスティナブルエリアデザ
イン（SAD）と担い手コミュニティア
ーキテクト（CA）制度の推進について、
同上、13、2009年 11月 

④ 宇杉和夫、「20 世紀と日本近代の転換
点：1960 年代の課題の再確認」、日本建
築学会 特別研究 41 近代の空間シス
テム・日本の空間システム、33-34、2008

年 

⑤ 宇杉和夫、「近代へ継承されてきた日本と
アジアの地域空間・景観システム」、同上、
35-36、2008年 

⑥ 宇杉和夫、「近代の空間システム・日本の



空間システムの４観点と枠組の評価につ
いて」、同上、251-252、2008年 


